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	  謹　賀　新　年
　　　　　　今年もよろしくお願い致します


　　昨年は四月に熊本で震度七の大地震があり多くの方が被災しました。その後函館と鳥取で六弱、五弱以上は北海道、茨城、鹿児島、福島と続き、何処で発生しても不思議はないといえます。
　　政府は新しい規制基準を充たしたとして原発の再稼働を加速しています。そんな中、鹿児島と新潟では原発に慎重な候補者が知事に当選しました。これが民意だと思います。
ＴＰＰは食料の「自給率」や「安全性」を心配する声や「国家の主権を制限」する問題などが指摘されました。ＪＡ・農協も反対したため、自民党の小泉議員が農協改革を訴え圧力をかけていましたが、法案が衆議院を通過すると急に改革案が尻つぼみとなりました。「採決を強行」までしたＴＰＰもトランプが大統領に当選すると「就任初日に離脱」を発表し、先行き不透明となりました。

秋の臨時国会、安倍首相は所信表明で「アベノミクスを一層加速し、デフレからの脱出」と訴えていましたが、日銀は「物価上昇率２％」の目標を実質的にあきらめてしまいました。

改憲勢力が衆参の三分の二を占めた今、「大国」にあって日本にない「軍隊」「武力行使」「核兵器」を公然化する為に「憲法審査会」で憲法改「正」の動きが強まる恐れがあります。

私達のより身近な課題としては「年金制度改革」があります。これまで賃金が下がっても物価が上がれば年金が据え置かれていましたが、これからは「賃金」と「物価」でより多く下がった方に合わせて「年金」が下がることになります。
また、七〇歳以上が支払う医療費の自己負担上限の引き上げや、七五歳以上が加入する後期高齢者医療制度の保険料の軽減措置を一部廃止するなど、「収入減」と「負担増」とのダブルパンチとなります。
いちょう会は微力ですが、これからも高齢者が安心して暮らせる社会の実現と会員相互の交流に努めてまいります。

　　　　会　長　大久保光夫
新春のつどい
○一月六日（金）
　　　　　午後六時半
○波止場会館
　○参加費
　　　お一人、五百円の負担を

お願いします。
　○同封のチラシも参照して

ください。
　迎賓館・赤坂離宮と鳥茶屋
　　　　　　　　　　　　　九月三〇日
「迎賓館・赤坂離宮で国賓のおもてなしを体験」しようという主旨で企画した秋のレクリエーションでしたが、想定外の迎賓館公式行事が入ったため一般公開が中止となり、残念ながら急きょ見学先を「近代科学資料館」と「宮城道雄記念館」に変更しました。
「近代科学資料館」は東京理科大学が開設し「計算機」の歴史を紹介するものです。県庁の職場でも使用していた懐かしい「タイガー計算機」などが展示されていました。
　　　　[image: image1.jpg]



「春の海」が有名な「宮城道雄記念館」では、宮城が愛用した箏「越天楽」や作曲に使用した「検校の間」などを見学しました。
最後に「鳥茶屋」の「うどんすきコース」をいただきながら交流しました。
　参加者の方からは「迎賓館に入れなかったのは残念だけど、宮城道雄記念館にも行ってみたいと思っていたので良かった」と幹事をいたわるお言葉をいただきました。
　二六名の参加がありました。
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　　　ゴルフコンペ
　いちょう会　第二九回ゴルフ大会は平成二八年十一月十日（木）大秦野カントリークラブで開催されました。
　参加者　十一名

　優　勝　　岡田光正さん
　準優勝　　長部正司さん
　三　位　　中村　章さん
自治労県本部退職者会総会
　　　　　　　十二月八日
　自治労県本部退職者会の第三五回定期総会が地域労働文化会館で開催され、活動報告、活動方針、予算の承認、役員の選出を行いました。なお役員選出の内規が改定され、四役は総会開催月の一日現在八〇歳未満の者となりました。
　県本部退職者会の副会長には引き続き「いちょう会」副会長の永井さんが選出されました。
　謹　賀　新　年
　今年もよろしくお願い致します
　　会　長　　　大久保光夫
　　会長代行　　海上龍晃

　　副会長　　　永井碩夫
　　　　　　　　米倉尚人

　　事務局長　　松島靖宏
　　事務局次長　和田聡子

　　会　計　　　澤木紀一郎
　　常任幹事　　石橋　健
　　　　　　　　金子照雄
　　　　　　　　滝沢　章
　　　　　　　　大野和二
　　　　　　　　田中重幸
　　　　　　　　山崎公江
　　会計監査　　熊谷一男

　　　　　　　　保坂由文

　　顧　問　　　谷口照子

　　　　　　　　北詰隆美
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　　第四五回自治退総会
　　　　　　　　十一月十～十一日
　自治退の第四五回定期総会が代議員・傍聴を含め四〇〇名が参加して豊橋市で開催され、いちょう会からは二名が参加しました。
　今回の総会では、赤字財政の改善策として、これまで毎年開催していた全国総会と七つの地域ごとの学習会を二年に一回とし、総会と学習会を交互に開催することに変更しました。全国総会を開催しない年には県本部代表者会議を開催することになります。
　役員人事では吉沢会長と中西事務局次長が退任し、新会長には人見一夫さんを、新事務局次長には渋田憲二さんを選任しました。
地公三単産・地公退
高齢者集会
　　　　　　　　　　　　九月二七日
　自治労・日教組・全水道と地方公務員退職者協議会の高齢者集会が日本教育会館で開催されました。
　地公退の西澤会長は「高齢者は金持ちだ」というのは高齢者と若者を分断する言葉である。若い人に比べてお金を持っているのは当たり前。しかし老人の中にも格差はある。などと挨拶しました。
　「ＴＰＰ参加で日本社会はどうなるか」と題した元外務省国際情報局長の孫崎享さんの記念公演がありました。
　安倍首相は今国会でＴＰＰを最重要課題としているが、ＴＰＰの一番のポイントは「ＩＳＤ条項」である。投資家がある国の政策により不利益となった場合にその国を仲裁裁判所に訴える制度があり、個別企業の利益が国家主権（法）に優先する。とＴＰＰの危険性を指摘していました。
　いちょう会は七名が参加しました。
　　全国高齢者集会
　　　　　　　　九月二八日
　日本退職者連合等による全国高齢者集会が文京シビックホールで開催されました。
　福島と熊本の被災地からの活動報告や、社会貢献活動として福岡の「子ども見守り」活動が紹介されたあと、「誰もが安心して老年期を迎えることができる社会保障制度の維持」などのアピールを採択し、デモ行進を行いました。
　いちょう会からは四名が参加しました。
　　神奈川シニア連合総会
　　　　　　　　　　　十一月二九日
　第二五回総会がワークピア横浜で開催され、永井会長（いちょう会副会長）のもと一年間の活動方針を決めました。
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　　国立天文台三鷹
　　　　　と深大寺散策
　　　　　　　　　　十一月十六日
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自治労県本部退職者会主催のレクリエーションとして訪問した国立天文台三鷹では日本最大の屈折望遠鏡のある「天文台歴史館」の見学、四次元デジタル宇宙シアターでの宇宙旅行体験を楽しみました。
　深大寺では「そば御膳」をいただいた後、深大寺を参拝し、神代植物園のバラ園、大温室、しゃくなげ園、菊花展などを見学しました。時間が足りなくなるくらい広い敷地でした。
　いちょう会からは四名が参加しました。
いちょう歌壇
　　　　　　　　　滝沢　章
マルクスの名をもつ犬の眼に映る非正規ゆゑのさらなる差別
秋の陣空欄埋めて備へたり

せまるあらしのゆくてを憂い

あらたなる編者の就きし会報の

あゆみの一歩かぜ吹きはじむ

検察のしらべにくわふ過誤なしと
言ひ切るひとは灰色のまま
うづたかし古書となりにし

〈神奈川のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょく),食事)〉

開けば白き酒饅頭も

塗りつぶし未来の見えぬ

ティーピーピー

豊洲のごとく戻れぬ道か

さうだつの海に生きしか身の細し

秋刀魚のわたの薄し苦みよ

かたちよし大松小松の枝越しに

みやびのやかた離離と見るのみ

カチカチと鳴らして回すタイガーの
加減乗除にしばしひたりき
きりあられくもつゆあめもしもゆきも弦につらなり脱皮すごとし
大人の遠足
「築地市場」見学
　豊洲への移転にゆれる築地市場。テレビでお馴染み、プロの料理人が仕入れに行く水産仲卸業者売場に行ったことがありますか？

あと一年あまりで見納めかもしれません。
○日時・集合場所
　一月二十四日
　①九時　ＪＲ横浜駅みどりの窓口前
　②十時　大江戸線「築地市場」駅改札口前
○見学後、自由昼食
○詳しくは、同封のチラシを参照してください。
前号ニュース以降の集会等への参加（この号に掲載のものは除きます）
○安保法成立一周年抗議集会
　九月一九日　国会前
　　　　　　　　　　一名参加
○「さよなら原発・さよなら戦争」大集会
　九月二二日　代々木公演
　　　　　　　　　　五名参加
○立憲主義を取り戻そう

神奈川集会
　九月二四日　横浜反町公園
　　　　　　　　　　二名参加
○生田緑地で藍染め体験

　　　　　　県本部女性連絡会

　十月六日　　　　　二名参加

○辺野古基地を許さない
　東京集会
　十二月一〇日　日比谷野音
　　　　　　　　　　五名参加
訃　報

　　ご冥福をお祈りいたします

　堀　郁夫さん

　　十一月十四日

「銀杏」　原稿募集中
　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。
　原稿をメールでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。
・郵送の宛先も表題部を参照してください。
・ＦＡＸの場合は
〇四五―二〇一―三二五三
締切日
　二〇一七年一月二〇日
